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治させることが最もよいものと思う。
27.教室に於ける麻酔の現況
嶋村欣一，大西誠，吉田敏郎
羽鳥護，能勢匡夫，水口公信〈河合外科〉
教室に於ける麻酔法について報告する。われわれ
は昭和 27年以来閉鎖循環式麻酔器による全身麻酔
が臨床に応用され，症例は年々増加している。この
麻酔法は主として開胸手術を安全に行う目的で取ス
れられたものである。
しかし麻酔法の向上と共に開胸手術以外の主とし
て上腹部手術でも広く応用されるようになり，本年
では開胸手術の約 2倍の症例に用いられてし、る。
麻酔法としては関胸手術ではエーテルを主体とし
て閉鎖方法を使用し，調節呼吸，補助呼殴による呼
吸管理を行い，腹部手術は笑気 Barbiturate筋弛
緩剤による麻酔を行い，充分な筋弛緩の下で手術を
行い，同時に呼吸管理も行っている。
その他強化麻酔法及ひ守術後の薬物冬眠も行ってい
るが，その確立には未だ検討が必要である。 
28. p32によ忍消化管癌腫の診断 
0大塚淳，関野康男
新井洋太郎，常 松年く中山外科〉 
最近に於ける原子科学の進歩は誠に目覚しいもの
であり，医学に於ても放射性同位元素を用い幾多よの
業績が発表され，新しい分野として聞かれて来た。
一方現段階では癌の根治，殊に消化管癌腫の根治に
は，早期診断，早期手術以外に方法はなく，従って
少しでもよりよい早期診断法が要求されてし、る。
教室に於ても数年前より，新たな構想の下に，放
射性同位元素 p32を用い，消化管悪性腫療の早期診 
断に着々として見るべき成果をあげて来た。
放射性同位元素 p32を消化管悪性腫蕩の診断に用
いたのは教室が鳴矢とするが，本法の原理は新生組
織に p32が多量に摂取されるという性質に基くもの
であって，従来の形能的診断法とは異り，謂わば
癌の機能的診断法ともいうべきものである。
また本診断法は総て悪性腫蕩表面を直接測定する
という一連の構想の下に進められたものであって，
今後本法が更に改良され， p32を容易にf安価にス手
するようになれば，各方面に応用されて，癌の早期
発見に普及するものと信ずる次第である。
29.千葉医育 70年史の研究
加藤普佐次郎(東京〉
①千葉に於ける医学教育は 1886年に始まり 1956
年の今日迄に 70年を経過した。
②卒業生は  1888年から出し始め医尊として 38
回医大として 31回出した。 
③ 1888年から 1890年迄の卒業生は全部この世を
去りました。従って資料を正確に得る必要上歴史を
書くことし、そがねばなりません。それはやがて日本
医学史研究の一部としても必要であるから，
④私が千葉に入学したのは 1907年であり幸に飯
島茂，井村忠介，前田玲男子，都築甚之助，清水貞
椎，長尾折之，平田諮平，太田益之等の諸先輩から
直接指教を受けた者であり，今日に於て私の研究し
得た所を公表することが適当であると信ず。
⑤向私自身も既に自然死の運命の足許に来てい
る実情であり，同学の友に私の研究を伝える必要に
迫られているのである。 
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